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学位論文内容の要旨 

 

 

博士の専攻分野の名称：博士（学術）    氏名：佐野愛子 

 

 

学位論文題名 

 

第二言語作文のためのプレライティング・ディスカッションにおける 

母語の活用とその効果－バイリンガル・アプローチの見地から－ 
 

 

本研究は，日本語母語話者が第２言語として英語により作文する際に，ペアによる事前の口

頭活動（以下，プレライティング・ディスカッション）を日本語で行う場合，英語で行う場合，

及び，基本的に英語で行いつつ必要に応じて日本語を活用する場合の３つの異なる条件下で行

うとき，書かれた作文にどのような影響があるか検証を試みた研究である。本研究では，英語

を基本としながら日本語を混合使用する方法を，トランス・ランゲージングと呼んでいる。ま

た，学習者は母語である日本語も目標言語である英語も等しく重要な言語資源として活用しな

がらコミュニケーションを行うとする考え方をバイリンガル・アプローチとしている。これは，

バイリンガルの言語能力を，モノリンガルの規範に照らしてその欠陥を指摘する従来のアプロ

ーチと対比される。論文は６章と参考文献，ならびに７つの付録から構成されている。以下，

順に各章の内容を記述する。 

第１章では，学習指導要領を引きながら，日本の学校教育においては言語能力の科目横断的

な育成が期待されていること，そして，言語活動の中でもとくに書く力の育成が期待されてい

ることが述べられている。こうした動きは，学習指導要領が目指す「主体的・対話的で深い学

び」を実現するために有用であると筆者は評価するが，外国語科においては，国語科で示され

ているような論理的な言語運用の指導のあり方が示されておらず，深い思考に欠かせない母語

の日本語の役割が軽視されているばかりでなく，その使用を罪悪視していると筆者は指摘する。 

本研究の意義について述べた第２章では，教育一般におけるライティング教育の重要性，第

２言語教育におけるライティング指導の重要性，ライティング指導におけるプロセス・アプロ

ーチおよび協働学習の重要性，第２言語教育における母語活用のはたす役割を説明し，目標言

語使用を基本としながら母語を必要に応じて使うトランス・ランゲージングの教育的意義を考

察している。 

第３章は先行研究のまとめであり，プレライティング活動の効果，及びプレライティングで

の協働学習の効果についての先行研究がまとめられている。また，本研究の理論的背景である

バイリンガル・アプローチを，Cummins の言語的相互依存説と Garcia と Li Wei のトランス・

ランゲージングを取り上げて説明し，これらが学習者の自律的な学びを根幹で支えていると主

張する。最後に，本研究の直接的な先行研究となる第２言語作文での母語使用に関する先行研

究を取り上げ，教育的アプローチとして意図的にトランス・ランゲージングを用いた先行研究

は，日本語と日本手話を題材とした研究などにわずかに見られるのみであるとしている。 

第４章では，パイロット・スタディとして行った研究１を報告している。２名の参加者が日

本語，英語，及びトランス・ランゲージングによるプレライティング・ディスカッションを行

い，英語作文へのアイディア創出にどのような差が見られるか考察した。結果として，トラン

ス・ランゲージング時の母語使用にさまざまな機能があることがわかった。また，プレライテ



ィング・ディスカッションの効果の検証方法として，その内容に関わる英語作文中のアイディ

ア・ユニットを総アイディア・ユニット数で割った比率を用いる手法を提案している。 

第５章では，研究１に基づいて行った研究２を報告している。20 名の参加者が３つの異なる

条件下でプレライティング・ディスカッションを行った後に英語作文を産出し，どのタイプの

プレライティング・ディスカッションが質の高い議論につながるのか，どのタイプのプレライ

ティング・ディスカッションが作文にもっとも活用されるのか，どのタイプのプレライティン

グ・ディスカッションがもっとも質の高い作文の産出につながるのかを，量的・質的に分析し

た。あわせて，学習者の協働的な学びに対する態度及び英語の運用能力はこれらの結果にどの

ように影響するのかについても検討した。 

この研究では，先行研究を踏まえて，議論を発展させる性質のプレライティング・ディスカ

ッションを熟議型，単に相手の意見を追認するなど内容の深化に乏しいプレライティング・デ

ィスカッションを非熟議型と呼ぶ。プレライティング・ディスカッションでの使用言語と議論

の質の関係を調べるため，プレライティング・ディスカッションをエピソードごとに切片化し

たうえで，それぞれを熟議型・非熟議型にコーディングした。また，エピソードの機能（トピ

ックの内容に関連，構成に関連，構成を意識しつつ内容に関わる議論を展開，文法・語彙など

言語に関連，トピックの内容に無関係）を分類した。その結果，英語によるプレライティング・

ディスカッションは他の２つに比べて熟議型エピソードが短かった。同時に，トランス・ラン

ゲージングの条件では熟議型エピソードにつながるものとそうでないものが混在していること

が確認された。また，エピソードの機能の種類についてみると，日本語では内容に関わるエピ

ソードが多く，英語では言語に関わるものが多かった。トランス・ランゲージングの条件では

その中間となっていた。 

産出された作文へのプレライティング・ディスカッションの活用度，及び産出された作文の

評価では，３つの条件の間に統計的に有意な差は見られなかった。しかし，熟議型エピソード

の量と作文への活用度，及び作文の評価の関係を分析したところ，熟議型エピソードの多い群

が作文への活用度，及び語彙の多様性について統計的に有意なレベルで高かった。とりわけ構

成に関わる熟議型エピソードの量は，作文の質的評価得点及び作文の活用度と中程度の相関が

あった。 

最後に，学習者の英語運用能力や学習者の協働的な学びに対する態度の影響を分析した。英

語では英語運用能力がプレライティング・ディスカッションの質に影響を与え，日本語では英

語作文でのプレライティング・ディスカッションの活用に影響があることが見て取れたが，ト

ランス・ランゲージングの条件下では英語運用能力の影響が一番少なかった。同様の結果が，

作文の質の評価についても見られ，トランス・ランゲージングのプレライティング・ディスカ

ッションでは，英語運用能力は作文の語彙の多様性や質的評価得点に影響を与えていなかった。

一方，学習者の協働的な学びに対する態度は影響を与えていなかった。 

第６章では，総合考察として，プレライティング・ディスカッションの使用言語が英語作文

でのプレライティング・ディスカッションの内容活用度や作文の評価に直接影響を与える証拠

は見つけられなかったが，プレライティング・ディスカッションの議論の質を熟議型・非熟議

型という概念で質的に細分化して分析することで，トランス・ランゲージングによるプレライ

ティング・ディスカッションが様々なレベルの運用能力を持つ学生の学びに貢献しうることが

示唆され，第２言語での作文指導を行う上で母語を活用することの重要性が示されたと結論し

ている。このことは，従来日常的に２言語を使用するバイリンガル教育の文脈でのみ語られて

きたトランス・ランゲージングの概念を，外国語学習の場面に拡張しうることを示すものであ

ると筆者は主張している。 

 


